 (
放課後児童クラブの
　　　
拡充を
)
 (
更なる
)
 (
市長・教育長
が
、
先頭に立って
待機児童
対策、
４
年生以上の拡充解決を
図るべきだ
。
) (
（教育長）
健康福祉と相談しながら学校として対応
する
（市長）学童
保育
は重要な問題、全面的に協力していく
) (
市内の児童クラブはまだまだ不足気味です。待機児童が発生していないクラブでも、定員を超えて受け入れたり、床面積基準以上に“詰め込んで”受け入れています
　　　　　　　
　　　　　　　　
（※表注）
放課後児童クラブは、健康福祉の分野ですが、学校
の協力がなければ敷地内の施設の拡充は進みません。
４年生以上の拡充は市長の公約でもあり、教育長や市長
自らイニシアチブをとり、
解決すべき問題です。
) (
地域の
運営委員会
へ
の委託は過度の負担であり、改善すべきだ
（健康福祉部長）
社会福祉協議会に
一元化
委託する方法
で
検討する
指導員は専門職とし、
正規化を含め
待遇改善すべきだ
（健康福祉部長）
身分と勤務体制の在り方を検討する
) (
二つの点で
前向きな答弁がありました
) (
小学生が１年間学童で過ごすのが１６５０時間に対し、学校で過ごすのは１１４０時間。子供にとって
放課後児童クラブ
は「生活の場所」です。
) (
みんなと一緒に
学童に行きたい
) (
まだまだ足りない
市内の
放課後児童クラブ
　
　　　　　　
＜2011年5月1日現在＞
学校名
クラブ名
定員
入所児童数
待機児童数
定員超過
床面積
高洲小
すこやか
44
46
17
×
×
青島小
まつばっこ
70
70
18
○
○
青島北小
おおぞら
45
55
0
×
○
広幡小
ゆたかっこ
40
44
0
×
×
西益津小
あすなろ
40
49
0
×
×
葉梨小
いくしん
50
52
0
×
○
藤枝小
ふじっこ
45
45
2
○
○
中央小
なかよし
36
46
0
×
×
青島東小
ひがしっこ
60
61
0
×
×
岡部小
おかべっこ
40
49
3
×
×
定員超過×は、定員を超えて児童を受け入れているクラブ
床面積×は、
ガイドラインで示す児童一人当たり1.65㎡/１人を満たしていないクラ
ブ
)[image: ][image: ]
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